
ダイヤル式トルクレンチ

DB/DBE/DBR ダイヤル形トルクレンチ
 

検査用 ダイヤル形 直読式

▼製品イメージ　▼用途　▼特長　▼仕様　▼製品寸法　▼ご注文方法

ワイドレンジ・高精度。検査用トルクレンチのグローバルスタンダード。

ダイヤル形トルクレンチ DB100N (全長約L'=400[mm])

左：DB12N4（全長約L'=205[mm]）　　　　　　　　　　　　　右：ＤＢ－Ｓ 置針の例（赤い針が置針です）

DBE700N (全長約L'=1260[mm])

・検査、締付用。

・ダイヤル直読式。

・ワイドレンジ、高精度、軽量、見やすい大型目盛、検査用として最適。

・目盛は左右トルクが刻まれ、細い指針、見やすいダイヤルは正確なトルク値を指示します。

・DB-Sは最大値の読み取りに便利な置針（おきばり）付。（製品イメージ参照）

・プレート形に比べて変形量が少ないため作業者の疲労が軽減されます。

・ダイヤル目盛は回転させることができるため、設定トルクに指針を合わせ、“0”で完了することも可能で

す。

・DB1.5N4～DB280Nのダイヤルインジケータは全周をゴムのプロテクタで覆っているため測定物に傷を

つけません。

・DB25N～280Nは樹脂グリップ付。

・DBEはエキステンションハンドル付、DBRはレバブロック、ウィンチなどによる機械加力型です。

・DB/DBE/DBRは手力点（力をかける位置）が変わっても、精度に影響がありません。

・EU圏内でも安心して使用可能。ISO6789 Type I Class B　の校正手順に準拠。



置き針付きは型式の後に -S が付きます。

置き針付きの-Sモデルの外観寸法は置き針無しモデルと同じです。

DBRの加力はレバブロック、ウインチを使用します。

■DB1.5N4(-S)～DB12N4(-S)

■DB25N(-S)～DB280N(-S)

■DB420N(-S)



■DBE560N(-S)～DBE2800N(-S)

■DBR4500N(-S),DBR6000N(-S)

※DB1.5N4～12N4はヘッドカバ、プロテクタカバ付です。

※DB25N～280N型はヘッドカバ、プロテクタカバ、グリップ付です。


